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成功 へ の 
レー スス 


今日 の 組織 は ダイ ナミ ッ ク で 厳し い 競 争 に 直面 し て いま す 。 組織 は 、 グ ロー バ 
ル 化 の 拡大 、 NOS Ds そし て 厳し い 労 働 者 市 場 
の 中 で 勝利 する た め に 、 役 立つ も の で あれ ば どん な も の で も 求め て いま す 。 成 
a A NN 
略 に 息 を ふき 込む の は 従業 員 で す 。 す な わ ち 、 彼 ら が 企画 し 、 実 行 し 、 コ ミ 
ュ ニ ケ 一 ショ ン を と り 、 革 新 す る の で す 。 従業 員 の 力 が 、 組 織 の 勝敗 を 左右 
する よう に な っ て き て で て いる の で す 。 


多く の 組織 に と っ て 、 従 業 員 を 引き 付け 、 エ ン ゲ ー ジ し 、 育 成 し 、 定 着 さ せる 
ご と が 、 成 功 の 要 と な っ て いま す 。 競争 の 場 が イノ ベー ショ ン 、 カ スタ マー 
サー ビス 、 コ ラボ レー ショ ン 、 オ ペレ ー シ ョ ナ ル エ クセ レン ス の いずれ で あ 
っ て も 、 競 争 優位 性 を 確立 する 基盤 と な る の は 、 エ ン ゲ ー ジ し た パフ ォ ー マ 
ンス の 高い チー ム で す 。 し か し 、 多 く の 組 織 は 、 採 用 プロ セス の 完了 後 、 高 
まる 従業 員 の 期待 に 十分 に 応え る こと が で き て いま せん 。 


優秀 で 満足 度 の 高い 従業 員 を 育て 、 定 着 さ せる た め に は 、 組 織 
に と つて 何 が 必要 な の で し よう か が 。 
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ご こま で の 道のり 


振り 返っ つて み ま し ょ う 。 産業 革命 で 生ま れ た 新た な 製造 工程 は 、 
生産 と 経済 の 成長 を 促進 し まし た 。 そ し て 、 そ の 新た な 工程 の 訪 
れ と 共に 商品 の 供給 や コス ト 、 生 産 に 必要 と され る 従業 員 へ 関心 が 
集まり まし た 。 そ の 結果 、 従 業 員 は 所 有 物 の よう に 扱わ れ 、 管 理 、 
監督 の 対象 と な る 環境 が 生ま れ ま し た 。 時 を 経て 、 個 人 の 意向 、 
ニー ズ 、 希 望 に は ほとん ど 関 わり の な い 、 従 業 員 の 生産 性 を 最大 化 
する た め の 人 事 (HR) シス テム が 誕生 し まし た 。 現在 の HR プ ログ 
ラム や 業態 の 多く が この 観点 か ら 発展 し た も の で す 。 何 十 年 も 続 
いて いる 目標 設定 、 パ フォ ー マ ン ス 評 価 と 査定 の ルー ツ は ここ に あ 
り ま す 。 組 織 が この よう な プロ グラ ム の 近代 化 を 図ら な い 限 り 、 こ ご 
の 同じ 指揮 統制 型 の 環境 が 継続 され 、 短 期 的 な 結果 し か 生み 出し 
ませ ん 。 そ し て 、 従 業 員 が 持つ 真 の 自主 性 に 募 を し て し まい ます 。 


内 的 モチ ベー ショ ン が 持つ 高い イン パク ト 


高い 生産 性 と 事業 の 成功 を 目的 と し た プロ グラ ム が 実態 と シン クロ し な く 
な つた 理由 は 何で し ょ うか が か? 産業 経済 か ら 情 報 化 時 代 へ の 移行 の 中 で 、 多 
く の 人 が 取り 残さ れ ま し た 。 効 率 生産 は 、「 人 」 を 主体 と し た イノ ベー シ 
ヨン や カス タマ ー サ ービス な ど 、 競 争 の 有利 性 を 生 び も の に 置き 換え られ 
て いま す 。 ご この よう に 、 現 代 の 組織 は 人 材 で は な く 、 人 材 の モチ ベー ショ 
ン 、 特 に 内 的 モチ ベー ショ ン に 働き か ける プロ グラ ム が 必要 な の で す 。 


モチ ベー ショ ン は 、 パ フォ ー マ ン ス に 大 き な が 影響 を 与え ます 。 モ チ ベ ー 
ショ ン に は 外 的 と 内 的 の 2 種類 が 存在 し ます 。 外 的 モチ ベー ショ ン は 、 
報酬 や 賞賛 な ど 外 部 か ら 得 られ る も の で す 。 逆 に 、 内 的 モチ ベー ショ 
ン は 、 自 身 の 内 部 か ら 得 られ る も の で す 。 そ れ は 、 達成 感 や 目的 意識 に 
関わ る 個人 的 な 報酬 、 つ まり 、 難 し い 課 題 を 成し遂げ た 後に 感じ る 喜 
び で も あり ます 。 そ の 2 つの モチ ベー ショ ン を 比較 する と 、 内 的 モチ ベ 
ーション の 方 が より 効果 的 で 継続 的 で す が 、 数 字 化 や その 管理 は より 
難し いで す 。 今 まで の HR プ ログ ラム や シス テム は 、 一 般 的 に 内 的 モチ 
ベー ショ ン を 考慮 し て いま せん 。 そ れ よ り も 、 評価 、 ボ ー ナ ス 、 特 典 
な どの パフ ォ ー マ ンス を 基 に し た 外 的 報酬 を 中 心 に 考え られ て お り 、 
究極 的 に は 従業 員 の 幸せ や 最大 現 限 の 事業 業績 を 犠牲 に し て いま す 。 
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問題 解決 を シン プル に 


多く の HR プ ログ ラム が 、 従 業 員 の モチ ベー ショ ン や 行動 を 考慮 する よう に な っ て き て は いる も の の 、 そ れ は 多く の 場合 、 個 別 の 事象 に 対応 する 特殊 
な も の で す 。 学習 と 能力 開発 (L&D)、 従 業 員 エン ゲー ジメント や パフ ォ ー マ ンス 管理 等 の 業務 は 、 ほ ば ぼ 統 合 さ れ て いま せん 。 別 の チー ム に よる 別 々 
の 取組 み で あり 、 使 う ツ ー ル や コミ ュ ニ ケー ショ ン も 別々 で す 。 こ ご の 分 断 さ れ た アプ ロー チ は 、 マ ネー ジャ ー と 従業 員 を 圧倒 し 混乱 させ 、 負 の 体 験 
と な り ま す 。 こ ご これら の プロ グラ ム が どの よう な メリ ッ ト を も た ら す の が 見 え に く い の で す 。 コ ンプ ライ アン ス ぜ 管理 な ど を 中 心 と し た 今 ま で の 従業 
員 プ ログ ラム も 必要 で は あり ます が 、 そ れ は 成長 を 優先 目的 と し た サポ ー ト 体制 や ポジ ティ ブ に 働け る 職場 と は し ば し ば 相反 する も の で す 。 

アプ ロー チ を 簡素 化し 、 従 業 員 が 毎日 職場 で ベス ト を つく せる よう に する 時 が きま し た 。 


今 ま で の 形 : 分 断 的 で HR 中 心 新しい 形 : 包括 的 で 従業 員 中 心 
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HR に よる ビジ ネス の 成長 促進 


HR.com の The State of Employee Engagement 2079 レ ポー ト に よる と 、 
従業 員 エ ン ゲ ー ジ メン ト は 利益 、 カ スタ マー サー ビス 、 職 場 の 安全 性 な 
ど 、 事 業 業 績 に プラ ス の 効果 が ある と の こと で す *。 ご の 効果 を 増幅 する 
か 抑制 する か は 、HR プ ログ ラム の 内 容 次 第 で す 。 野 慕っ た く 、 遅 い シ ステ 
ム や プロ セス を 使用 し て 、 稀 に 、 機 を 逸し て 、 複 雑 な や り 方 で イン サイ ト 
を 提供 し て も 、 今 日 の ニー ズ に は 応え られ ませ ん 。 例 えば 、 

The State of Emp/oyee Engagement 2079 に よる と 、3 分 の 2 の 組織 

は 、 従 業 員 エ エンゲージメント の 測定 を 一 年 に 一 回 以下 の ペー ス で 実施 し 
て いま す 。 ご どん な 組織 活動 で も 、 一 年 に 一 回 と いう 低い 頻度 で は 意味 の 
ある イン パク ト を 生み 出せ な い リ スク を 内 包 し て いま す 。 さ ら に 、 頻 度 
が 低い た め 従 業 員 エン ゲー ジメント 調査 の デー タ が 古く な り 、 組織 の 

リー ダー に と っ て 人 事 主導 の プロ グラ ム と 重要 な ビジ ネス 指標 と を 関連 
付け る こと が 難し く な り ま す 。 今日 の 人 事 リ ー ダ ー は 、 分 断 さ れ た 職務 
と プロ グラ ム を シン プル に 連携 する アプ ロー チ を 必要 と し て いま す 。 

その よう な 環境 下 で あれ ば 、HR チ ー ム は 真 の 戦略 アド バイ ザー と し 

て 、 人 材 プ ログ ラム を 組織 の 成功 の 中 心 に 据え る こと が で きま す 。 





HR チ ー ム は 真 の 戦略 アド 
バイ ザー と な り 、 
従業 員 プ ログ ラム を 組織 の 
成 功 の 中 心 に 据え る こと 
が で きま す 。 


* 2017 年 7 月 7 日 https://www.glintinc.com/press/new-data-reveals-direct-link-employee-engagement-glassdoor-scores-organizational-performance/ 
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従業 員 を 育成 する マネ ー ジ ャ ー 
へ の サポ ー ト 


組織 の な か で 、 従 業 員 が 最も 身近 に 感じ 、 話 が で きる リー ダー は 直属 の マ ネ 
ー ジ ヤー で す 。The 2019 Harvard Business Review Analytic Services 
report Peak Performance: How combining Employee Engagement and 
Performance Management Fuels Organizational Success (ピー ク パ フ オォ オー 
マン ス : 従業 員 エ ン ゲ ー ジ メン ト と パフ ォ ー マ ンス 管理 の 組み 合わ せ が 組 織 
の 成功 の 秘訣 ) は 、 エンゲージ メン ト 度 を 最も 左右 する の は 、 直属 の マネ ー 
ジャ ー と の 関係 件 で ある こと を 裏付け て いま す 。7e Srare of Emp/oyee 
Engagement 2079 に よる と 、 個 人 や チー ム エ ン ゲー ジメント を 育む 高い スキ 
ル を 持ち 合わ せ て いる と 答え た マネ ー ジ ャ ヤー は 全体 の 269%6 の み で あり 、 残 念 
な が ら 多 く の マ ネー ジャ ヤー が 従業 員 を 率い る 力 を 持っ て いま せん 。 ご の 能 
の 欠落 を より 深刻 化 さ は せる の が 、 高 い 業 績 を 残し た 従業 員 を 昇進 させ る 一 般 
的 な 方 法 で す 。 有 能 な 従業 員 が 有 能 な マネ ー ジャ ー に な る と は 限り ませ ん 。 
マネ ー ジ ャ ヤー が も た ら す 悪影響 は すぐ に 払拭 で き な い が あり ます 。 な ぜ な ら 
、 組 織 は リー ダー と し て の 能力 を 育 て る た め に 自主 性 複雑 すぎ る トレ ー ニ ン 
グ プ ロ グラ ム に カ を 入れ て いる こと が 多い か ら で す 。 部 下 を 導き 育成 する 能 
力 は 、 リ ー ダ ー と し て の 習 慣 、 す な わ ち 、 定 期 的 な 声 掛け 、 目 標 の 明確 化 、 
そし て 成長 に つい て ポイ ント を 押さ えた 質問 を する 習慣 を 構築 で きる か に か 
か っ て いま す 。 


従業 員 か ら の フィ ー ド バッ ク は 
活用 し きれ て いな い 人 資産 で す 


多く の 場合 、 従 業 員 は 職場 の 在り 方 や 仕事 の や り 方 に 対す る 自分 の 意見 を 聞い て も 
ら え る と は 信じ て いま す せ ん 。 明 確 な 目標 が あっ て も 、 達 成す る た め の サ ポー ト が 
な いと 感じ て いる 人 も いま す 。 従業 員 の 声 を 聞く プロ グラ ム を 実施 し て いる 組 織 で 
も 、 取 り 組み に つい て 効果 的 に 伝え て いな か っ た り 、 従 業 員 の 声 に 応え な い こと が 


続く な ど 、 従 業 員 の 意見 に は 意味 が ある と 伝え る こと に 失敗 し て いま す 。 


@ 
@ 


直属 の マネ ー ジ ャ ー と の 関係 が 、 
従業 員 エ エンゲージメント に 
1 番 大 き な 影 響 を 与え ます 。 


HR.com - The State of Employee Engagement 2019 
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本 領 を 発揮 する 
の は ご ここ か が ら 


従業 員 エ ン ゲ ー ジ メン ト 調 査 、 パ フォ ー マ ン スレ ビュ ー、 目 標 設定 な どの 一 般 的 な HR プ 
ログ ラム は 、「 や る こと リス ト 」 の 項目 の 1 つ に な っ て いる ご こと が 多く 、 組 織 の 成功 の 
核 と し て 考慮 され て いま せん 。 


も っ と 良い 方 法 が あり ます 


組織 の 従業 員 戦略 と ビジ ネス 戦略 を 連携 させ 、 実 際 に 従業 員 に 役立つ 方 法 で 行う こと が 
で き る の で す 。 


リー ダー に は 、 変 化 を 牽引 し 、 従 業 員 が 満足 し て 仕事 を し 、 成 果 を 上 げ る 障壁 と な か っ て 
いる も の を 破壊 する 機会 で す 。 従 業 員 の ニー ズ を 中 心 に 据え る 人 事 戦略 を も つつ 優良 企業 
を 作 る こと が で きる の で す 。 そ れ は 、 ピ ー プ ル サ ク セス か ら 始 まり ます 。 従来 の 人 材 
管理 プロ グラ ム に 置き 換わる 包括 的 で 俊敏 な 従業 員 中 心 の アプ ロー チ に より 、 継 続 的 な 
組織 の 成 功 を 実現 し ます 。 


ご の e ブ ッ ク で は 、 ピ ー プ ル サ ク セス を 定義 付け 、 ピ ー プ ル サ ク セス の アプ ロー チ の 導 
入 が 、 組 織 に も た ら す 意義 に つい て 説明 し ます 。 


ぜひ お 読み いた だ き 、 マ ー ク を 付け て 、 同 僚 た ちと 共有 し て くだ さい 。 
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ピー プル サク セス 





ビー プル サク セス と は 何 か 。 





ピー プル サク セス と は 何 か 。 GLIN1 





ビー ブル サク セス 
の 定義 


職場 で 最高 の 自分 で いる こと 、 最 高 の 仕 事 を する こと こそ 
が ピー プル サク セス で す 。 


ピー プル サク セス 戦略 は 、 組 織 や リー ダー が 全て に お いて 
従業 員 を 中 心 に 据え られ る よう サポ ー ト し ます 。 個人 の 二 
ー ズ を 考慮 し 、 各 従業 員 が 、 自 身 の 幸 福 感 、 成 長 、 そ し て 
自 主 性 に つい て 共に 考え て いけ る よう な が 主体 性 を 後押し 
する も の で す 。 ご これ は 、 従 業 員 エン ゲー ジメント パフ オォ オ 
ー マ ン ス 、 そ し て 成長 に 対し て 、 包 括 的 で 機動 の あ 
る 、 人 を 中 心 と し た アプ ロー チ で 行い ます 。 今 日 の 組織 
が 直面 する 課 題 に 対応 で きる よう 作ら れ て いま す 。 ピ ー 
プル サク セス 戦 略 に よっ て 組織 の 繁栄 と パフ ォ ー マ ンス 
の 高い 文化 が 誕生 し ます 。 最 終 的 に 、 持 続 的 な 組織 の 成 
功 へ と 導く の が ピー プル サク セス で す 。 





ピー プル サク セス と は 何 か 。 
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統合 的 アプ ロー チ 


ピー プル サク セス は 、 従 来 の 分 断 さ れ た 従業 員 エ ン ゲ ー ジ メン ト パ フ 
オー マン ス 管 理 、 育 成 業 務 を 統合 し ます 。 こ れ ら の 業務 は 同じ よう な 
目的 を 持っ て いる に も か か わら ず 、 お 互い に 連動 せ ず 、 従 業 員 の モチ 
ベ 一 ショ ン 、 生 産 性 、 そ し て 成長 が お 互い に 絡み 合っ て いる こと を 見 
落 と し て きま し た 。 ご これ ら の プロ グラ ム を 統合 する に は 、 従 業 員 の 職 
歴 を 通し て 得 た 経験 全て に 対し て 意義 を 持つ 、 シ ンプ ル な 共通 の フレ 
ー ム ワー ク が 必要 と な り ま す 。 現在 、 ご この よう な フレ ー ム ワー ク は 存 
在 し ませ ん 。 だ か ら ご こそ 紹介 し た い の が ピー プル サク セス で す 。 


組織 に よっ て 、HR プ ログ ラム の 定義 と 運用 は 大 きく 異な り 
ます 。 ご ここ か ら は 、 定 義 を 共通 化し 、 各 要素 が 何故 ピー プ 
ル サ ク セス に と っ て 重要 な の か に 注目 し 、 そ れ ぞ れ に 対す 
る ベス ト プ ラ クティ ス が 何 か を 考え て いき まし ょ よう 。 


従業 具 エ ン ゲー ジメント 


従業 員 エ ン ゲ ー ジ メン ト と は 、 従業 員 の 仕事 に 対す る 精神 的 、 
感 情 的 、 行 動 的 な 決意 の こと で す 。 一 般 的 な 従業 員 エ ン ゲ ー ジ 
メン ト プ ロ グラ ム は 、 従 業 員 か ら の フィ ー ド バッ ク を 組織 が 聞 
き 、 応 えて いく 仕組 み で す 。 そ の 基盤 と な る の は 、 従 業 員 エエ ン 
ゲー ジメント が 組織 の 成功 へ つなが る と いう 考え で す 。 


パフォ ー マ ン ス 人 管理 


パフ ォ ー マ ンス 管理 と は 、 マ ネー ジャ ー、 従 業 員 、 そ し て 仕事 
仲間 が 組織 の 戦略 的 目標 を 達成 する た め の コ ミュ ニケ ー シ ョ ン 
の プロ セス の こと を 指し ます 。 個 人 と 組織 が 共に 結果 を 出す た 
め の 、 仕 事 の 分 配 、 目 標 の 連携 、 期 待 値 の 設定 、 フ ィ ー ド バッ 
ク の 提供 、 そ し て 結果 の 評価 が 含ま れ ま す 。 


学習 と 能力 開発 (L&D) 


学習 と 能力 開発 (L&D) プロ グラ ム は 、 ス キル と 知識 を 向上 
する こと で 、 個 人 と チー ム の パフ ォ ー マ ンス の 改善 を 図り ま 
す 。 従 業 員 の 能力 を 育成 し 、 長 所 を 伸ばし 、 弱 点 を 克服 し ます 。 
学習 は 、 教 室 オン ライ ン 、 オ ン デ マン ド や 、 (メン タリ ン 
グ と コー チン グ と 通し て ) 現場 に お いて で も 可能 で す 。 


ピー プル サク セス と は 何 か 。 GLIN1 





統合 的 アプ ロー チ の 
共通 ベス ト プ ラ クティ ス 








組織 ご と に 独自 の ニー ズ も 存在 し ます が 、 そ れ ぞ 
れ の 従業 員 プ ログ ラム で 広く 共通 し て 使わ れ て い 
る ベス ト プ ラ クティ ス が いく つか あり ます 。 














e 組織 の 成功 の た め に 最も 重要 な も の に つい て リー ダー、 マ 
ネー ジャ ヤー、 従業 員 は 頻繁 に 話し 合い を 持ち ます 。 








* マネ ー ジ ャ ヤー は 情報 へ の アク セス が 認め られ 、 
決定 権 を 与え られ ます 








* フィ ー ド バッ ク を 奨励 し 、 そ の や り 取 り が 
組織 内 全て の レベ ル で 行わ れ ま す 








・ プロ グラ ム は 、 前 向き か つ 成 長 優先 型 で す 


。 従業 上 員 は 行動 を 求め られ ます 





。 リー ダー や マネ ー ジ ヤー ば 、 
大 き な 変 化 を 小さ な 行動 や 習慣 に か み 砕 きま す 。 


* 継続 的 な 向上 が 核 と な る 要素 で す 。 





ピー プル サク セス と は 何 か 。 GLI 





ビー ブル サク セス の 
5 つの 柱 


ピー プル サク セス は 、 組 織 の ニー ズ に 応え る こと を 
目的 と し た 個別 の プロ グラ ム か ら 、 従 業 員 を 中 心 に 
考え た 統合 的 アプ ロー チ へ と パラ ダイ ム を シフ ト し 
志す ペー ラーグ 、 全 洗 休 、 バフ イー マン 
エ シグ ゲー ジメント な ど 、 眉 人 の 廊 お 成果 を 生 お こ 
と が で きる 効果 的 な 習慣 を 構築 する フレ ー ム ワー 
ク を 組 織 に 提供 し ます 。 フ レー ム ワ ー ク に は 5 つの 


当て 、 そ れ に 向け た 活動 を 行い 、 成 功 を 収め る こ 
と を 念頭 に 作ら れ て いま す 。 よ り 詳 し く 見 て いき 
まし よう 。 





ピー プル サク セス と は 何 か 。 GLINT 





ピー プル サク セス の 5 つの 柱 と ーーーーーーーーーーー 
その 役割 自身 の 強み や 興味 を 活か し た 職務 で あり 、 


職場 の 一 員 だ と 感じ る 。 

真 に 従業 員 の 役に立つ た め に 、 ピ ー プ ル サ ク セス 戦略 は 従業 員 の 

ニ ー ズ を 中 心 に し た 5 つの 柱 か ら 始 まり ます 。 個 人 の 成功 の 基盤 

の な れる よう 、 従業 員 の 目線 を 反映 し て いま す 。 ご 監 ぐ だ さい 。 訓 0 る 933 すす 53 人 ち スイ スイ 1 イイ イイ イイ ネイ イ イッ イ イエ イイ イッ イ イエス イズ ッ イス エイ イズ ッ イ イイ イイ スッ イ イエ パイ スィ イ イエス イズ イズ イエイ イズ ステ スー スコ イス アス ンス スス イ スイ イペ スイ スイ イペ イイ スイ イペ イイ スイ スペイ イス イス イイ スイ イス イイ スイ イス イス 
連携 


は っ きり と し た 優先 順位 が あり 、 フ ィ ー ド バッ ク 
か ら 必 要 に 応じ て 方 向 性 を 修正 で きる 。 


仕事 に 責任 を 持つ 自由 が あり 、 
自分 の 仕事 に 意義 を 感じ る 。 


新しい スキ ル を 学び 、 幅 広い 経験 を 積ん で 、 プ ロ 
フェ ッ シ ョ ナル と し て 成長 し て いる 。 


ピー プル サク セス と は 何 か 。 GLIN1 





5 つの 柱 は 、 調 査 と ビー プル サク セス 戦略 を 実施 し て いる グロ ー バ ル 組 織 
と 密 に や り 取 り を し て 得 た 経験 に 基づい て いま す 。 マ ネー ジャ ー と 従業 員 
が 仕事 の 進捗 報告 に お ける 基盤 と し て 活用 すれ ば 、 ピ ー プ ル サ ク セス の 5 
つ の 柱 は 、 従 業 員 の エン ゲー ジメント 、 パ フォ ー マ ン ス 、 そ し て 成長 を 
焦点 と し て 話し 合い を 持つ こと に 役立ち ます 。 














5 つの 柱 : 


。 リー ダー は 、 エ ン ゲ ー ジ メン ト < 良い 仕事 を し や すく する た め 


と 、 パ フォ ー マ ン ス に と っ て 最 に 、 際 立っ つた 、 イ ン パ クト の あ 
も 大 切な 要素 を 簡潔 に 評価 し 、 る 、 シ ンプ ル な 機会 を 提示 する 
の の 二 和 を た と つて し) 。 従業 員 の 職場 に 対す る つなが り 
\ \ ミー で 
る が か と うか が を 確認 で きる を 深め 、 自 分 の 本 領 を 発揮 す 
。 従業 員 が 自分 に 適し た 仕事 を 見 る よ う 義 発する 


つけ る 、 も し く は 作れ る よう 。 従業 上 員 の キャ リア 成長 に 対す る 
いで し て リー ダー が 生業 時 に 直見 方 を 広げ 、 自 己 開発 へ の 自信 
し た 仕事 を 与え られ る よう 導く 。 と た ロ っ 

・ 組織 及び 他 の チー ム メ ン バ ー と 
一 綱 し て 連携 し 、 敵 格 な 仕事 に 
取り 組ん で いる か を 確認 する 


結果 と し て 組織 は 、 今 日 の ダイ ナミ ッ ク な 課題 に 対応 で きる エン ゲー ジ し 
た 従業 員 を 手 に する こと が で きま す 。 職 場 で の 成功 と 幸福 に 必要 な 要素 を 
理 論 的 に 、 そ し て 心 に 刻ま れる 形 で 提示 する の が 5 つの 柱 で す 。 











ピー プル サク セス と は 何 か 。 GLI 





ビー プル サク セス の 
アプ ロー チ の 特徴 


組織 の HR プ ログ ラム が 重要 視 する 管理 と コン プラ イア ン 
ス か ら 、 従 業 員 に 最高 の 仕事 を し て も ら う 支援 へ と 重要 点 
を 移行 する の が 、 ピ ビー ブル サク セス の アプ ロー ヂ で すず す 。 
従業 員 体 験 を 包括 的 に 見 る と 、 ピ ー プ ル サ ク セス の アプ 
ロー チ を 採用 する 組織 は 、 よ り 一 貫 性 の ある 従業 具体 験 
を 実現 し て いま す 。 反 対 に 、 従 業 員 は その サポ ボ ポート さ れ 
て いる と 感じ 、 組 織 の 目標 に 向かっ て 真 献 し ます 。 


ピー プル サク セス の 使い 方 で 、 全 て の 組織 に 当 
て は まる 1 つの 方 法 は あり ませ ん が 、 効 果 的 な 
活用 に は 主 に 3 つの 特徴 が あり ます 。 





ピー プル サク セス と は 何 か 。 


GLINT 





1. 包 括 的 


ピー プル サク セス の アプ ロー チ は 、 従 業 員 エン ゲー ジメント パフ ォ ー マ ン 
ス 、 成 長 と いっ た か か せな い 有 要素 を 統合 し ます 。 デ ー タ の 共有 、 特 に マネ 
ーー ジャー と の 共有 を 引 励 し 、 そ こ で 得 た イン サイ ト を 従業 員 や チー ム と 共 
有 し ます 。 全 て の 人 事 プ ログ ラム へ の デー タ ア クセ ス 改 善 し 、 リ ー ダ ー や 
マネ ー ジ ャ ー は 事業 を より 包括 的 に 理解 する こと が で きま す 。 マ ネー ジャ 
ー は 統合 され た デー タ を 活用 し て 、 意 義 あ る 行動 を 通し て どの 様 に 変化 し 
て いけ ば よい の か に つい て 、 効 果 的 に 従業 員 と 話 を する こと が で きま す 。 


2. 俊 敏 さ 


今日 の 激しい 競争 環境 の 下 で 、 組 織 は 俊敏 さ 、 変 化 に 素早 く 対応 で きる 能 
力 を 重要 視 し ます 。 ピ ー プ ル サ ク セス は 、 組 織 の 俊敏 さ を 強 化す る 習慣 の 
育成 を 大 切 に し ます 。 従 業 員 か ら 定 期 的 に フィ ー ド バッ ク や イン サイ ト を 
得る こと で 、 彼 ら の ニー ズ 、 優 先 事項 、 パ フォ ー マ ン ス に つい て 深く 話し 
合う こと が 可能 に な り ま す 。 ご この よう が 事柄 に つい て 知る こと で 、 マ ネー 
ジ ヤー や 組織 は より 迅速 に 良い 決断 を 、 知 識 に 基づい て 下す こと が で き 
ま す 。 同 時 に 、 従 業 員 が 感じ て いる ニー ズ が 即座 に 伝わる こと で 、 従 業 
上 員 体 験 を より 意義 の ある も の に し ます 。 期 待 値 を 共有 し 、 予 想 外 の こと 
を 避け る ご と に よっ て 、 参 加 者 同士 の 信頼 関係 が 構築 され ます 。 

俊敏 さ を サ ポー ト す る 習慣 付け と は どう いう こと で し ょ うか ? いく つか の 
例 を 見 て いき まし よう 。 


e 目標 に つい て 定期 的 に 会 話 を する 。 こ ご これ に は 、 目 標 と いう も 
の は 事業 状況 と 同じ くら い の 速 い ス ピー ド で 変化 する こと 、 
そし て それ を 変更 する の は 現場 レベ ル で 行う こと が 最善 で あ 
る と いう 認識 を も つ 必 要 が あり ます 。 


* フィ ー ド バッ ク を 求め 、 行 動 す る 。 こ れ は 、 目 標 達 成 だ け で 
な く 、 継 続 的 な 向上 を 意識 し て も ら う こと に つなが り ま す 。 


GLINT 


従業 員 を 中 心 に 置く HR プ ログ ラム は 、 各 従業 員 に 異な る ニー ズ や 展望 を 持っ 
て いる こと を 理解 し ます 。 マ ネー ジャ ー が 従業 員 体 験 の 評価 と 話し 合い を す 
る 際 に 5 つの 柱 を ガイ ド に する こと で 、 従 業 員 は マネ ー ジ ヤー に ニー ズ を 理 

解 し て も ら っ て いる と 感じ 、 高 い 業績 の チー ム を 作る こと が で きま す 。 


従業 員 を 中 心 と し た や り 方 は 、 従 業 員 体験 を 重要 視 し ます 。 

従業 員 に と っ て 意味 を 持つ 多く の 活動 を 注意 深く 配分 し 、 年 間 を 通し て 焦点 と 
方 向 性 を 示す 意義 ある 内 容 を 提供 し ます 。 ご の マッ プ は 、 従 業 員 の 業務 と 、 戦 
略 企画 や 四半 期 業 績 報告 な ど 、 組 織 の 成功 に と っ て 重要 な その 他 の 活動 と を 結 
び 付 け ま す 。 こ れ は 分 断 さ れ た 人 事 プ ログ ラム が 引き 起こ す 、 従 業 員 の 混乱 を 
減ら し ます 。 簡 潔 に 言っ て 、 従 業 員 中 心 の アプ ロー チ は 、 従 業 員 の 毎日 を 楽に 
し ます 。 


学習 と 生産 性 を 促す 成長 マイ ンド セッ ト 


従業 員 を 中 心 と し た アプ ロー チ は 、 成 長 マ イン ド セ ッ ト 、 す な わ ち 、 能 力 は 固定 
的 な も の で は な く 、 努 力 や 、 良 い 戦略 、 他 人 か ら の イン プッ ト に よっ て 育て ら 
れる も の だ と いう 考え 方 に 包含 し ます 。 成 長 マ イン ド を 持っ て いる 従業 員 は よ 
り 前 向き な 人 で ある こと が 多く 、 時 間 を か けた 成長 を 信じ な い 人 と 比べ て 個人 
成果 や 幸 福 度 が 高い 傾向 が あり ます 。 前 向き な 態度 と は 、 や り 直 せな い 過 去 の 
見 逃し や 失敗 に 従業 員 が 固執 し な いこ と を 意味 し ます 。 変 わり に 、 マ ネー ジャ ヤ 
ー や 従業 員 は 失敗 を 学習 の 機会 と し て 捉え 、 将 来 成功 する よう に 行動 を 変え る 
よう 努力 させ る の が 、 ピ ー プ ル サ ク セス の アプ ロー チ で す 。 成長 マイ ンド セッ 
ト を 大 切 に し て いる 組織 の 従業 員 は 、 自 主 性 が 高く 、 熱 心 で 、 生 産 性 が 高い 傾 
向 が あり ます 。 


ピー プル サク セス GLIN1 





ピー ブル サク セス の 
実践 万 法 





ピー プル サク セス の 実践 方 法 GLIN1 





ピー ブル サク セス の 
共感 @ で きる ピン ョ ン を 作る 


下記 は 、 ビ ジョ ン と 戦略 を 作る た め の 概 要 ガ イド で す 。 


ビ ーー プリ レプ サクセス の の た 
仕組 み 長期 目標 や あり た い 姿 と は ? 


別々 に 仕事 を し て いる と 、 従 業 員 エン ゲー ジメント や 、 パ フ オォ ミッ ショ ン 
ー マ ン ス 管 理 、 学 習 と 育成 活動 に お いて 、 真 に 従業 員 や 従業 員 i 
の ニー ズ を 中 心 に 据え る こと は で きま せん 。 別 の 方 法 で 考え て | 

いき まし ょ う 。 パ ー ト ナー シッ プ を も っ た 多 業 種 に わた る グロ hi 

ー バ ル 組 織 を 通し て 分 か っ た こと が あり ます 。 彼ら が 、 従 業 員 NRN 

か ら 障 害 物 を 取り 除き 、 狂 点 を 提供 し な が ら 導 き 、 正 し い 方 向 nS 
に 向かい 続け る よう 習慣 づけ を する と き 、 ピ ー プ ル サ クセ ス の 

アプ ロー チ は と て も うま く 機 能 す る の で す 。 ジニ 


誰 の 体験 に 焦点 を あて る べき か ? 
従業 員 、 マ ネー ジャ ー、 そ れ と も 
シ ニア リー ダー? 


戦略 : 

具体 的 に と る 行動 と は ? 
成功 の 指標 : 

pallsllEd の P 川 加 っ 区 2 本 の ゆ だ Sp】( 放 所 
する か ? 
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構造 の 構築 


行動 科学 の 主 な 教え の 1 つ に ある の が 、 行動 を 促す 小さ な 後押し が 、 行 動 
を 変え る と いう こと で す 。 シ ステ ム 化 し た 後押し は 、 構 造 の 1 つの 形態 で 
す 。 こ ご これ に は 3 つの タイ プ が あり ます : デフ ォ ル ト 設 定 (「 自 動 的 同意 」) 
、 社 会 的 影響 (「 人 の 行動 を まね る 」 )、 要 点 化 (「 わ か りや すい 形 」 )。 


効果 的 な ピー プル サク セス の 構造 は 上 記 の 3 つ 全 て を 含み ます 。 例 えば : 








デフ ォ ル ト 設 定 

話し 合う こと を 標準 化し ます 。 指 示さ れ て 実施 する の 
で は な く 、 頻 繁 な 話し 合い を 毎日 の 仕事 の 一 部 に し 
て いき まし ょ う 。 従業 員 は 自動 的 に 参加 し ます 。 








社会 的 影響 

取り 組み を 書き 出し 、 幅 広く 周知 し ます 。 正 式 な 取組 み 
に し 、 シ ニア リー ダー か ら 幅 広く 可視 化す る こと で 、 
前 向き な 社会 的 プレ ッ シ ャ ー を 作り 出し ます 。 


要点 化 
重要 な 決断 を 伝え る た め の 話し 合い や フィ ー ド バッ ク の タイ ミン 
グ に 注意 し まし ょ う 。 そ うす る こと に より 、 ピ ー プ ル サ ク セス を 





し っ か り と 意識 する よう に な り ま す 。 「 UUM 
NT 1 








ピー プル サク セス の 実践 方 法 GLINT 


構造 構築 の ステ ッ プ ガイ ド 


組織 に よっ て 、 フ ィ ー ド バッ ク 、 話 し 合い 、 目 標 設 定 の 最適 な タイ ミン グ は 異な り ま す 。 正 し く 構 造 を 構築 する に は 、 年 間 を 通し た 主 な 決定 事項 を も と に 逆 計 算 し 、 こ れ 等 の 
決定 事項 に 対し 、 ピ ビー プル サク セス プラ クティ ス が どの よう な 形 で 役立つ の か を 説明 し ます 。 こ ご の ペー ジ 及 び 次 の ペー ジ は ステ ッ プ ガイ ド で す 。 


空白 の カレ ンダ ー で スタ ー ト 取り 組み は 1 つ ず つ 
次 の ペー ジ の カレ ンダ ー を 例 と し て ご 覧 くだ 1。 ここ で は 、 ピ ー プ ル サ ク セス の 影響 を 受け る 年 間 4. 次 に 、 毎 月 話し 合う 最適 な トピ ッ ク を 決め ます 。 ピ ー 
さい 。 自 分 で カレ ンダ ー を 作成 する に は 、 縦 の 主 な 決定 事項 を リス ト ア ッ プ し ます 。( 例 : 報 プル サク セス の 5 つの 柱 や 、 戦 略 計画 や パフ ォ ー マ ン 
列 を 月 ご と に 使い 、 横 列 を 各 ピ ー プ ル サ ク セ 酬 、 人 材 戦略 、 人 員 計 画 、 パ フォ ー マ ン ス 人 査定 、 ス 査 定 な どの 年 次 また は 準 年 次 業務 を 目 し る し に し ま 
スプ ラク ティ ス に 使い ます 。 ラ ベル の 使用 を 売上 予測 、 ビ ジョ ン と 戦略 の アッ プ デ ー ト )。 し よう 。 例 えば 、 最 低 1 ヶ 月 に 一 度 の ペー ス で 焦点 と 
お 勧め し ます : 決定 事項 、 フ ィ ー ド バッ ク 、 サポ ー ト に つい て 話し 合う べき で す が 、 適 性 、 モ チ ベ 
従業 員 と 事業 目標 、 語 し 合い 、 イ ン サ イト 。 2. 次 に 、 年 間 を 通し た 希望 する フィ ー ド バッ ク の ーション 、 そ し て 成長 に つい て の より 深い 話し 合い は 
EE a 四半 期 ご と に 温存 する べき と 考え ます 。 よ り 生産 性 の 
NM 。、 高い 話し 合い を する た め に 、 目 標 、 ア ジェ ンダ 、 そ し 
ル 型 組織 は 多い で す が 、 従 業 員 エ ング ゲー ジメント フリ ウー ジン ワン 2 リト ラン フラーニ 


調査 や 360 度 評価 な どの 正式 チェ ッ ク ポ イン ト は 
定期 的 な 間隔 を 定め る こと を お 勧め し ます 。 5。 最終 ステ ッ プ は 、 適 格 な タイ ミン グ で 事業 決定 を 
下 せ る 様 、 従 業 員 デー タ を 利用 で きる よう に 、 イ ン 
3。 次 は 従業 員 と 事業 目標 で す 。 包 括 的 、 修 敏 な ア ED RE 
プ ロー チ で は 、 従 業 員 目標 ( 例 : チー ム の 離 職 えば 、 売 上 予測 を た て る 前 に 、 売 上 実績 に 影響 す 
ARE EE る 従業 員 要 因 の 最新 情報 を 得る の が 最善 で す 。 
確 化 す る ) と 、 事 業 目標 ( 例 : プロ ダク ト X の 新 
た な 機 能 を 3 つ 立 ち 上 げ る 、 プ ロ セス Y の 効率 を 
向上 す る ) を 合わ せ て 確認 し ます 。 これ ら は 、 
一 般 的 に 毎月 更新 され 、 四 半期 ご と に 報告 され 
se 
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ガイ ド 作 成 の ステ ッ プ ガイ ド 


カレ ンダ ー の 例 


前 の ペー ジ の ステ ッ プ ガイ ド に 沿っ て 、 カ レン ダー を 記入 し 、 ピ ー プ ル サ ク セス 戦 
略 の 構築 を サポ ー ト し ます 。 


=| 





決断 
フィ ー ド バッ ク 
従業 員 と 事業 目標 
話し 合い 


イン サイ ト 























決断 


フィ ー ド バッ ク 


従業 員 と 事業 目標 


話し 合い 


イン サイ ト 




















GLINT 


焦点 を 提示 


構造 的 な 話し 合い と は 何で し ょ う ? ピー プル サク セス の アプ ロー チ は 、 
従業 員 が 5 つの 柱 を 定期 的 に 確認 する こと で 成功 し ます : 適性 、 焦 点 、 業 
務 支 援 、 モ チ ベ ー シ ョ ン 、 そ し て 成長 。 簡 単 な 反省 と 話し 合い の ガイ ド 
は 、 参 加 者 が 何 を 話し た い の か を 特定 し 、 今 後 出 て くる で あろ う 課 題 を 乗 
り 越 える た め に 役立ち ます 。 ピ ー プ ル サ ク セス の 5 つの 柱 は 、 戦略 、 マ ネ 
ー ジ ャ ヤー と 従業 員 の 話し 合い 、 自 己 評価 、 そ し て チー ム の フィ ー ド バッ ク 
会 議 ふ な ど 、 ほ と ん どの タッ チ ポ イン ト の 基盤 と な り ま す 。5 つ の 簡単 な 質 
問 を 、 自 分 自身 、 ま た は サポ ー ト し て いる 従業 員 に 聞き まし ょ う 。 


長所 や 興味 を 活か し た 職 効果 的 に 仕事 に 取り 組む 
務 内 容 で 、 会 社 の 一 員 だ た め に 必要 な リソー ス や 
と 感じ て いま すか ? サポ ー ト は あり ます か が か? 
目的 を 明確 化し 、 進 お 道 の 修 スキ ル の 幅 を 広げ 、 経 験 の 幅 
正 を する た め の フ ィ ー ド バ を 広げ 、 プ ロフ ェ ッ ショ ナル 
ッ ク を も ら っ て いま すか ? と し て 成長 し て いま すか ? 


自分 の 仕事 に は 意義 が あ 
り 、 自 分 と し て 最善 の 判断 
を 下 せ る と 感じ ます か ? 


各 柱 の 重点 や 重要 性 は 、 従 業 員 と その 経験 の 変化 に あわ せ て 時 間 が 経 
つ に つれ て 変わ っ て いく (べき ) も の で す 。 例 えば 、 従 業 員 が 現在 の 
職務 で これ 以上 の 成長 が 不可 能 と 感じ た 時 に は 、 マ ネー ジャ ー と 話 

合う 内 容 は 成長 と 適性 に つい て の 割合 が 増え る で し ょ う 。 


ピー プル サク セス の 実践 方 法 GLINT 





正しい 習慣 を 構 穫 


いく つか の 核 と な る 組織 的 習慣 が ある と 、 マ ネー ジャ ー と 従業 員 は 前 向き な 変 
化 へ の 取り 組み に 注力 し や すく な り ま す 。 最 良 の 習慣 は 、 定 期 的 に 懸念 事項 
を 取り 上 げ 、 解 決 策 を 見 出し 、 時 間 を か け て 変化 する こと を 、 全 員 が 簡単 に 
自然 な 形 で で きる よう に する こと で す 。 い くつ か の 例 を 見 て いき まし ょ う 。 


し 」 語 し 合い の 百 慣 人 より 深く : 習慣 が 持つ カ 

1 対 1 や チー ム 会 議 を 定期 的 に 開催 し 、 ピ ー プ ル サ ク セス 持続 性 の ある 進化 に は 習慣 と いう も の が 鍵 と 

か ら 始 まる 一 貫 性 の ある 議題 を 提供 し まし ょ う 。 (詳細 は な り ま す 。7je Power of ab7r「 習 慣 の 力 」 - 

後述 ) Charles Duhigg に よる と 、 毎 日 と る 行動 の 40% は 決 
ミミ ミミ = テテ 涼 涼 涼 oe 断 で は な く 習 慣 か ら 来 る 結果 だ と いう こと で す 。 潜 在 
③ 目標 設定 の 習慣 化 意識 レベ ル で 、 人 生 へ の アプ ロー チ に 組み 込ま れ て い 

る の が 習慣 で す 。 特 定 の 習慣 を 引き 起こ す フ レー ム ワ 

目標 を 毎月 見 直し 、 正 当 な 理由 が あれ ば 必要 な 更新 を し 、 ー ク や ルー ティ ン を 提供 する こと に よっ て 、 変 化 を 成 

同僚 と 目標 を 共有 し ます 。 切 さ ば や すく な り ま す 。 そ の 変化 が 小さ く 、 段 階 的 な 
上 Ne の 0 EE NR 
<] フィ ー ド バッ ク の 習慣 化 ニュ 


追求 する : 前 向き で 成長 に つなが る 提案 を し 、 
定期 的 な 状況 確認 の 予定 を 立て まし ょ う ( 四 半期 
ご と な どど )。 

行動 を 起こ すこ と を 習慣 化 

現状 を 認識 し 、 焦 点 を あて る エリ ア を 話し 合っ て 

決め 、 取 組み へ の 一 歩 を 踏み 出し まし ょ う 。 
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ピー プル サク セス の 実践 例 


ピー プル サク セス に つなが る 効果 的 な 戦略 の 例 を 2 つ 見 て いき まし ょ う 。 





i 


Chloe 


チー ム メ ン バ ー と の _ 


状況 確認 





Matthew 


チー ム 全 体 の 


コミ きき ュー シ ョ ッ ル 


Chloe は 、5 人 の チー ム を 管理 し 、 各 メン バー と は 毎週 30 分 、 ス テー タス を 共有 する 時 間 を と っ て いま す 。 


毎週 
毎週 話し 合う 内 容 : 


e 焦点 : 明確 な 目標 を 持ち 、 自 身 の 進歩 に 対す 
る 私 や 同僚 か が から の フィ ー ド バッ ク に 満足 し て 
いま すか ? 


・ サポ ー ト : 私 が 今 サ ポー ト で きる こと 、 又 は 
取り 除け る 障壁 が あめ ありま すか? 


時 に よっ て は 、 四 半期 の 始め に 妥当 と 思え た 目標 が 、 


途中 で 低 す ぎ た り 高 す ぎ た り 、 調 整 が 必要 と いう こ 


と に 気づく こと が あり ます 。Chloe は 、 妥 当 な 目標 を 
設定 で きる よう に チー ム メ ン バ ー を サポ ー ト し 、 そ の 


影響 を 受け た 人 に は 変化 の 内 容 と 理由 を 伝え ます 。 


毎月 


毎月 質問 する 内 容 : 


。 モチ ベー ショ ヨン : 仕事 に 意義 を 見 出 


し 、 仕 事 を 進め て いく 上 で 十分 な 
自由 を 感じ て いま すか ? 


四半 期 毎 


毎 四 半期 ご と に ミー ティ ング を 1 時 間 に 延 
長 し 下記 を 追加 : 


e 適性 : 
自身 の 長所 を 活か し た 職務 内 容 で すか ? 

e 成長: キヤ リア に 大 切な スキ ル を 構築 し 、 
プロ フェ ッ シ ョ ナル と し て の 成長 を 感じ て 
いま すか ? 


彼女 は 、 チ ー ム メン バー の ニー ズ を 理解 し た 
うえ で 、 ア ジェ ンダ を 調整 する こと を 期待 さ 
れ て お り 、 そ の 自由 を 与え られ て いま す 。 


Matthew は マネ ー ジ ャ ヤー と チー ム メ ン バ ー か ら な る 250 名 の 部 署 を 率い て いま す 。 彼 は 、 ピ ー プ ル サ ク セス の 5 つの 柱 
の うち 3 つ を 中 心 に ミー ティ ング や 従業 員 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 行い ます : 焦点 、 モ チ ベ ー シ ョ ン 、 成 長 で す 。 


バッ いい 


Matthew は 毎月 実施 する 全社 会 議 で チー ム 目 標 を 
共有 し ます 。 ご これ が チー ム の 連携 に つなが る こと 
を 彼 は 理解 し て いま す 。 チ ー ム の た め に 分 か りや 
すい 学習 機会 を つく る と いっ た 「 従 業 員 目 標 」 も 
そ の 目標 の 1 つ で す 。 チ ー ム は 、 四 半期 ご と に 実 
施さ れる 従業 員 エ ン ゲ ー ジ メン ト 調 査 後に この 
従業 員 目 標 を 見 直し ます 。 


モチ ベー ショ ン 


各 四半 期 の 間 に 、Matthew は 、 
従業 員 目標 へ どれ だ け 近 づい た か 
を 共有 し 、 何 が うま くい き 何 が う 
ま くい つっ てい ない のか に つい て の 
フィ ー ド バッ ク を 促し ます 。 


成長 

未来 の 組織 の 形 を 作る 機会 を 提供 する 
よう な 長期 計画 や 鍵 と な る イニ シア チ 
ブ が Matthew か ら 共 有 さ れ ま す 。 


ピー プル サク セス 


ビー ブル サク セス に 





対応 で きる 組織 に 
提 。 | 





i 農 


6 


は 
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プロ セス か ら 
始め まし ょ よう 


ピー プル サク セス 戦略 を 考え た 上 で 、 次 に 大 切な ご 
と は 、 従 業 員 を 動か し 、 テ デ テク ノロジー を 導入 する た 
め の プロ セス を 理解 し 、 概 要 を つく る こと で す 。 


ピー プル サク セス プロ セス を 小さ く 導 入 し 、 時 間 を か け 
て 成長 させ る 方 法 も あり ます 。 現在 ある プロ セス の 1 つや 
2 つの 要素 か ら 、 ピ ー プ ル サ ク セス へ の 移行 を 始め る べき 
で す 。 例 えば 、 従 業 員 の フィ ー ド バッ ク を 集め る た め に 、 
多く の 組織 は 年 次 サー ベイ を 実施 し て いま す 。 

ピー プル サク セス の アプ ロー チ で は 、 従 業 員 や その 時 の 
事業 に 関連 する 質問 に 限る 調査 を より 頻繁 に 実施 し 、 調 
査 実施 直後 に マネ ー ジ ャ ー と 従 業 具 の 話し 合い の 場 を 作 
り ま す 。 


ピー プル サク セス へ の 移行 向け て 、 ど ん な ふう に 
の め れ ば いい の か の 例 を 見 て いき まし ょ よう 。 
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例 : 定期 的 な 従業 只 エ エンゲージ メン ト 調 査 へ の 移行 


下記 の 表 は 、 組 織 が ピー プル サク セス へ と 移行 する 1 つの 方 法 で す 。 


サー ベイ の 頻度 を 上 げ る 


ピー プル サク セス の プロ セス を 理想 と する 将来 の 状態 と の ギャ ッ プ を 特定 : 
上 ・ リー ダー、 マ ネー ジャ ー、 そ し て 従業 員 で 協 
・ 職務 タイ ブ と 組織 の 基盤 と な る 活動 や マイ ルス トー 働 し 、 ビ ジョ ン 、 変化 の た め の 計 画 、 そ し て 
ン を 特定 し ます 。 タ イミ ング 、 労 注意 力 を うま 達成 し た い 結果 を 定義 し て くだ さい 。 
電 く 連携 し て 、 提 供する デー タ が それ を 必要 と する 決 * 変化 を 後押し する 支援 者 に 参加 し て も らい 
8 断 の タイ ミン グ に うま く 合う よう な 方 方 法 を 考え ま まし ょ う 。 
枝 し よう 。 
コミ エニ ケー ショ ジジ: 業務 支援 : 
・ 各 対 象 者 に 向け て 何 を 発信 し た い の か を 特定 し ま ・ 従業 員 グ ルー プ ご と に 必要 と 思わ れる ツー ル や 
す (会 社 全体 、 シ ニア リー ダー、HR、 マ ネー ジ トレ ー ニ ング を 特定 し て くだ さい 。 
ヤー な ど ) ・ サポ ー ト する リソー ス と 従業 員 を つなげ る プラ 
洲 ) ・ 各 コ ミュ ニケ ーション の タイ ミン グ を 決め ます 。 ン を 立て まし ょ う 
交 ・ コミ ュ ニ ケー ショ ン を 共有 する 最良 な チャ ネル を 
特定 し て くだ さい 。 


* ピー プル サク セス 戦略 と つなげ た 事業 目標 を 見 直し 
まし ょ う 。 予定 し て いた 上 自 的 に 影響 か あり まし た か >? 
追加 で 焦点 を あて る べき こと は あり ます か ? 

* 短期 成果 や 学ん だ こと を 共有 し 、 ア プロ ー チ を 反復 
し ます 。 

s パフ ォ ー マ ンス に つい て の 面談 な どの タッ チ ポ イン 

ト を 使っ て 、 マ ネー ジャ ー や 従業 員 へ ビー プル サク 
セス 戦略 を 拡大 する 機会 を 求め まし ょ う 。 


成果 を 測り 
拡大 


ピー プル サク セス に つい て の 知識 


を 取 り 込 お : 
e 適性 e 目的 
s 連携 e 成長 
e 業務 支援 
コー チン グ : 


チー ム と フォ ロー ア 
ッ プ し 、 質 問 の や り 
と り が で きる 場 を 作 
り ま す 。 


ピー プル サク セス に 対応 で きる 組織 に GLIN1 





計画 作成 


包括 的 で 、 俊 敏 で 、 従 業 員 が 主役 の ビー ブル サク セス 戦略 に つい て 説明 し 
まし た 。 そ れ は 、 従 業 員 エ ン ゲ ー ジ メン ト パ フ ォ ー マ ンス レビ ユー、 そ し 
て チェ ッ ク イ ン な どの 業務 を 統合 し た も の で す 。 全 て を 一 度 に 変え て い 
く ご と の 難し さ を 理 解 し て いま す 。 ま ず は 、 組 織 の 中 で 変化 の 証 と な る 
よう な 、 実 感じ し や すい 結果 を 実現 し や すい エリ ア か ら 始 め る こと が 大 切 
で す 。 








まず は イン パク ト か ら 


組織 で ビー プル サク セス の アプ ロー チ を 立ち 上 げ る に あたり 、 多 く の 個 
別 プ ロ セ ス を 移行 させ な く て は な ら な いと 感じ る か も し れ ま せん 。 ま ず 
は 、 方 向 性 を 変え る よう が 影響 度 の 高い エリ ア か ら 始 め る こと を お 勧め 
し ます 。 先 ほど の 表 で 示さ れ て いた よう に 、 従 業 員 エン ゲー ジメント サ 
ー ベ イ の 頻度 を あげ る こと は 、 影 響 度 の 高い エリ ア の 1 例 で す 。 こ ご の 早 
期 の 成功 は 、 継 続 的 な 支持 と 勢い を 維持 する た め の 実 証 と な り ま す 。 














連携 を 強化 


組織 全体 と し て 新しい アプ ロー チ を 採用 する こと は 不可 能 だ と は 思わ な いで くだ さい 。 ま ず は 、「 ど う や っ た ら で き る と 思え 
る か ?」 か ら 始 め ま し ょ う 。 管理 し や すい マイ ルス トー ン に 小分け する こと が 一 般 的 な 方 法 で す 。Switch と いう 本 で 、 記 憶 に 
残る シン プル な フレ ー ム ワー ク に つい て 書か れ て いま し た : How to Change Things When Change is Hard (難し い 変化 を 
可能 に する 方 法 ) - 著者 Chip と Dan Heath 。 ピ ー プ ル サ ク セス に 彼ら の フレ ー ム ワー ク を 少し お 借り し まし た 。 


分 析 し すぎ ず 、 考 え を サポ ー ト する 事 感情 に 訴え る こと が 、 組 織 全 体 が 
実 や スト ー リ ー の 紹介 か ら 始 め ま す 。 変化 を 受け 入れ る 動機 と な り ま 
成果 を 上 げ て いる 例 を 組織 内 外 問 わ ず す 。 彼 ら が 何 を 不安 に 感じ 、 何 に 
見 て いき 、 成 功 し た 理由 を 理解 し まし 喜ぶ の か を 考え て くだ さい 。 そ こ 
ょ う 。 そ し て 、 自 分 の 組織 に と っ て 変 か ら 彼 ら を 喜ば せる ス トー リー を 
化 の 意味 を 具体 的 に 提示 し て くだ さ 活用 し まし ょ う 。 関係 者 や 従業 員 
い 。 ど う 変 化し て 良い の か わか ら な い が 、 自 身 に あふ れ 、 成 功 し 、 有 能 
た め に 、 し ば し ば 変化 へ の 抵抗 が 生ま な 気持 ち に な る よう な 方 法 を 考え 
れ ま す 。 関 係 者 に 変化 へ の 道 を 明確 に まし ょ う 。 多 く の 場合 、 大 き な 仕 8 
示し 、 最 後 は 、 ゴ ー ル を 共有 し まし ょ 事 を 小さ な ステ ッ プ に 分 ける 方 法 
う 。 ど こ に 向かっ て いる の か 、 変 化 が が 効果 的 で す 。 小さ な 成果 が 続く 
どん が 影響 を も た ら す の か 。 全 員 が 同 と 、 気 分 を 良く する だ け で な く 、 
じ 方 向 に 向かう と 力 が 生ま れ ま す 。 だ それ が 大 き な 成 果 に つなが り 、 変 
か ら ゴ ー ル を 明確 に し て くだ さい 。 化 へ の 気持 ち を 前 向き に し ます 。 


変化 の た め の 基 盤 を 作り 、 人 賛同 を 得 た 後 、 大 切な の は 動き 出す こと で す 。 行動 

に 移さ ず 、 時 間 を か け す ぎ て し まっ た ら 、 ど ん な プロ セス で も 和 失敗 と 言え ま 

す 。 見 直し を 前 提 に し 、 行 動 の 防げ と な る 「 完 璧 に 」 と いう 障壁 を 取り 除き ま 

し ょ う 。 人 は 尊敬 や 憧れ の ある 人 の リー ド に 付い て 行く 傾向 が あり ます が 、 見 

本 の 存在 と し て 、 変 化 を サポ ー ト する 優秀 な 人 材 を 数 人 特定 し て くだ さい 。 ス 


GLINT 


ピー プル サク セス に 対応 で きる 組織 に 


GLINT 





変化 を 実行 


賛同 と 連携 が と れ た ら 計 画 を 実践 する タイ ミン グ で す 。 
ピー プル サク セス の スム ー ズ な 導入 に は 、 コ ミュ ニケ ーション 、 業 務 支 援 、 戦 
略 コ ー チ と し て の HR チ ー ム の 新しい 役割 を 受け 入れ る こと が 必要 で す 。 変 化 を 


導入 に お いて 、 考 慮 すべ きい くつ か の 重要 点 は : 


コミ ュ ニ ケー ショ ン 


。 ピー プル サク セス アプ ロー チ を 導入 す 
る と いう ニュ ー ス の 発表 時 期 を 特定 


* メッ セー ジ 及 び 実 行 の 概要 を 作成 


。 オー ディ エ シ ス こと に メッ セー ジ を 修 
正す る 必要 性 を 考慮 


。 タイ ミン グ ぜ 実施 方 法 な ど 、 コ ミュ ニ 
ケー ショ ン 戦 略 を マッ ピン グ 


。 期待 値 を 明確 に する 方 法 を 検討 


業務 支援 


ピー プル サク セス の 導入 に 必要 な 
従業 員 が 受け る べき トレ ー ニ ング ヤツ 
ー ル に 関し て 理解 


チー ム か ら フ ィ ー ド バッ ク を も ら 
い 、 サ ポー ト や コー チン グ を 必要 
に 応じ て 提供 する た め に マイ ル 
スト ー ン を 定め た 日 程 を 作成 


人 事 チ ー ム の 新しい 役割 の 受け 入れ 


・ シニア リー ダー、 マ ネー ジャ ー、 従 業 員 
が ピー プル サク セス プロ グラ ム へ の か か 
わり を 深め て いく に つれ て 、 ど の よ うな 
サポ ー ト が で きる か を 特定 する 


* チー ム が より 大 き が 成果 を 達成 
する た め に 役立つ 習慣 を 獲得 で 
きる よう 、 提 供 で きる コー チン 
グ や ガイ ダン ス の 概要 を 示す 
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成果 の 測定 と 
拡大 


ピー プル サク セス 戦略 の 勢い を 維持 する の に 役立つ の は 具 
体 的 な 成果 で す 。 

測定 を 計画 する こと が 大 切な 理由 は 2 つ あ り ま す 。 

1. 新しい 戦略 を 通し て 


組織 が 達成 し た いこ と を 示す た め 
2. 成果 を 測定 し 、 伝 達する 方 法 で ある た め 








エン ゲー ジメント スコ ア に 留まら ず 、 従 業 員 デ ー タ を 包括 的 に 分 析 す る の 
が ピー プル サク セス の 測定 計画 で す 。 事 業 目標 に イン パク ト を 与え る 上 
で 重 要 と な る 従業 員 の タッ チ ボ ポイ ント や その 要因 を 網羅 する 測定 計画 で 
ある 必要 が あり ます 。 


次 の 3 つの 重要 エリ ア が どの よう に つなが る の か を 理解 で きる 可能 性 を 想 
像 し て くだ さい 。 マ ネー ジャ ー と 頻繁 な 話し 合い を も つ 従 業 員 は 、 そ う で 
な い 人 と 比べ て エン ゲー ジメント 度 は 高い で すか ? パフ ォ ー マ ンス の 高 
い 従 業 員 が 行っ て いる 他 と 差 が つく 学習 と は 何で すか ? エン ゲー ジメント 
スコ ア に よっ て 、 パ フォ ー マ ン ス の 低い 人 を 予測 し 、 軌 道修 正す る こと 
は で きま すか が か? 


以前 特定 し た 、 影 響 度 の 高い の 優先 事項 に つい て 考え まし ょ う 。 
変化 は 意図 と し て いた 影響 を 及ぼ し まし た か ? 例え ば 、 定 着 率 

の 向上 、 生 産 性 の 向上 、 重 要 な 役割 の 人 人 と つなが り が 実現 し ま 

し た か ? どの 変化 が 成功 へ 導い て くれ まし た か ? ピー プル サク セ 
ス ア プロ ー チ の 主 な 成果 例 を 理解 し た 後 、 関 連 業 務 に も 広げ て 
いく 機会 を 見 つけ ビ ピー プル サク セス を 活用 し まし ょ う 。 


こき ーー 
| ニー トー = 
と 2 ーー 
= 











ピー プル サク セス GLINT 





ビー プル サク セス の 
車 要 な 役割 





ピー プル サク セス の 重要 な 役割 GLINT 





従業 員 の 役割 


うま く 実 施さ れ て いる ピー プル サク セス 戦略 で は 、 
組織 の 従業 員 が どの レベ ル で も 重要 な 役割 を 果たし 
ます 。 正 し い 考 え 方 や 習慣 の 成長 に は 、 利 点 の 概要 
や 各 従 業 員 の 役割 を 明確 に する こと が 大 切 で す 。 ピ 
ー プ ル サ ク セス で の 役割 や 責任 を 定義 し 、 明 確 に す 
る た め の 簡 単 お カイ ド を 見 て いき まし ょ う 。 





従業 員 の 役割 


GLINT 





シニア リー ダー 


変化 の プロ セス で は 、 組 織 の ビジ ョ ン や 目的 を 深く 理解 し て いる 
シニア リー ダー が 重要 な 役割 を 果たし ます 。 ピ ー プ ル サ ク セス 戦 
略 が も た ら す 事業 へ の メリ ッ ト や 、 長 期 的 な か ビジョン へ の 影響 に 
つい て 、 効 果 的 に コミ ュ ニ ケー ショ ン で きる の は 、 事 業 目標 を た 
て る 立場 の シニア リー ダー で す 。 シ ニア リー ダー の 主 な 役割 : 


リー ダー シッ プ 戦 略 と し て デー タ を 使う て 
ピー プル サク セス を 推進 する 行動 を 起こ す 


ピー プル サク セス を 、 そ の 他 の シニア リー ダー は 。 従業 員 デ ー 
重要 な 事業 目標 と 同じ レベ ル に タタ を 基 に し た 行動 で 、 事 業 を 
引き 上 げ る こと が で きま す 。 動か す 力 を も っ て いま す 。 


究極 的 に は 、 役 員 や シニア リー ダー は 、 結 果 を 正直 に 共有 し 、 行 動 を 起こ 
し 、 責 任 を 持ち 、 頻 繁 に フィ ー ド バッ ク の や り 取 り を 実践 すべ き で す 。 


マネ ー ジ ヤー と 従業 員 
の 意欲 を 引き 出す 


前 向き な 変化 に は 、 チ ー ム や 


マネ ー ジ ャ ヤー に 対す る 期待 値 、 


リソー ス 、 そ し て サポ ー ト を 
提供 する 必要 が あり ます 。 


地 ま と bE 
行動 する 


シニア リー ダー が 、 コ ミュ ニケ 
ーション 、 責 任 、 フ ィ ー ド バ 
ッ ク の や り 方 を 体現 すれ ば 、 
組織 は それ に 追随 し ます 。 


従業 員 の 役割 GLIN1 





マネ ー ジ ャ ー 


マネ ー ジ ャ ヤー は 、 組 織 の 中 で 最も 話し や すく 影響 力 の 
ある リー ダー と し て 、 変化 プロ セス の な か で 重要 な 存 
在 で す 。 彼 ら が 背景 を 説明 し 、 各 従業 員 に 合わ せる こ 
と で 、 従 業 員 に と っ て の ピー プル サク セス は 、 意 味 を 
も っ た 行動 対象 と な か り ま す 。 マ ネー ジャ ヤー の 主 な 役割 : 


チー ム と の 定期 的 な 話し 合い を リー ド 





マネ ー ジ ャ ー と 従業 員 が 意義 深い 話し 合い を する こと に よっ て 、 
一 番 大 切な こと が 表面 化し 、 理 和解 し あう こと が で きま す 。 











変化 を 推進 








直属 の 部 下 と 職場 の チー ム に 具体 
的 な イン パク ト を 与え る の は 、 変 
化 の 実施 を 推し 進め る マネ ー ジ ャ 
ー で す 。 チ ー ム と 頻繁 に 話し 合う 
の で 、 従 業 員 の 自己 認識 を 構築 し 、 
小さ な 向上 を サポ ー ト し ます 。 








従業 員 の 成長 計画 を 理解 し 、 
スキ ル ギ ャ ッ プ を 特定 し 、 そ の 
ギャ ッ プ を 埋め る リソー ス の 紹 
介 役 を マネ ー ジ ヤー が 果たし ま 
す 。 ま た 、 従 業 員 が 決断 を する 
と き に 事業 の ニー ズ を 伝え る の 
も マネ ー ジ ヤー で す 。 








GLINT 


よく 考え られ た 、 リ アル タイ ム な フィ ー ド バッ ク を 提供 する 

従業 員 は 、 組 織 の 変化 プロ セス に お いて 大 き な 役 割 を 果たし ま 
す 。 ピ ー プ ル サ ク セス の アプ ロー チ で は 、 従 業 員 は 恩恵 を 受け 
る だ け で な く 、 ア クティ ブ な 参加 者 で す 。 従 業 員 の 主 な 役割 : 


サー ベイ や 話し 合い を 通し 効果 的 な ビー プル サク セス 戦略 の 
た 率直 な 従業 員 フ ィ ー ド バッ 実施 に は 、 従 業 員 が 大 切な 役割 を 
ク は 、 向 上 する べき エリ ア の 果たし ます 。 
特定 に つなが り ま す 。 従業 員 最高 の 自分 を 発揮 する 職場 環境 を 
も その フィ ー ド バッ ク に 対 共同 で 作る た め に は 、 イ ニシ ア チ 
する 解決 策 を 模索 し 、 継 続 ブ を 発揮 し 、 意 見 を 言い 、 積 極 的 
的 な 改善 を 推進 で きま す 。 な エン ゲー ジメント が 必要 で す 。 


従業 員 は 、 求 め ら れ て いる フィ ー ド バッ ク が 成果 へ つなが る ご こと を 期待 し 
て いい の か が 知り た いと 思い ます 。 リ ー ダ ー は 、 受 けた フィ ー ド バッ ク や そ 
れ に 対し て 計画 し て いる 行動 に 関し て 透明 性 を 保つ 必要 が あり ます 。 ご う 
する こと に より 、 従 業 員 と の 信頼 関係 が 構築 され 、 継 続 し て 参加 し て も ら 
うこ と が で きま す 。 透明 性 と 行動 に 対す る 基準 を 作る の は 従業 員 で す 。 


従業 員 の 役割 


GLINT 





HR チー ム 


変化 プロ セス の 基盤 に な っ て いる の は 、 ユ ニー ク な 

ポジ ショ ン か ら 組 織 を 見 渡せ る HR チー ム で す 。 

ピー プル サク セス 戦略 の 役割 を 組織 の 従業 員 、 マ ネー 
ジャ ヤー、 そ し て 役員 が 果たし 始め る と 同時 に 、HR チ 

ー ム の 役割 も プロ グラ ム 管 理 か ら コ ー チ ング と サポ 一 
ト に 進化 し て いき ます 。HR チ ー ム の 主 な 役割 : 


人 事 戦略 と 
事業 戦略 の 連携 


従業 員 の 成功 と 組織 の 成功 の 関 
連 性 に つい て 、 リ ー ダ ー や 組 
織 全 体 に コー チン グ で きる の 
は HR チー ム で す 。 主 要 な 評価 
基準 や 障壁 を ハイ ライ ト し 、 

今後 の 戦 略 と 進 お 道 を 描き 出 
し ます 。 


チー を 
3 ボート 


組織 内 の 行動 変化 を 進行 する 役割 
を HR チ ー ム が 勤め ます 。 正 し い 
技術 を 使用 すれ ば 、 行 動 の も と と 
な る デー タタ に 過度 な 時 間 を か け て 
目 を 通す 必要 は あり ませ ん 。 ご 
れ に より 、 組 織 全 体 に ベス ト プ ラ 
クティ ス を 共有 し サポ ー ト を する 
こと に 時 間 と エネ ルギー を より 
自由 に 費やす こと が で きま す 。 


マネ ー ジ ャ ー ス キル の 
構築 


HR チ ー ム は 、 よ り 戦 略 的 な 役割 
し て た 。、 揚 回 の コラ ミュ ミク ケー シ 
ョ ヨン の 最前 線 に いる マネ ー ジ ャ 
ー へ の トレ ー ニ ング や サポ ー ト に 
時 間 を 費やす こと が で きま す 。 
ご れ に は 、 マ ネー ジャ ヤー に 対す 
る 、 デ ー タ の 効果 的 な 使い 方 、 話 

合い の 進め 方 、 そ し て チー ム 
の アク ショ ン を 最大 限 に 引き 出 
す た め の サポ ー ト も 含み ます 。 


役員 を 対象 に し た 
コー チン グ 


HR バ パー トナ ー が 役員 へ 戦略 的 デ 
ー タ を 基 に し た ピー プル サク セス 
を 紹介 する と き に は 、 重 要 な 役割 
を 果たす マネ ー ジ ャ ー や 参加 する 
従業 員 の 例 と 共に 、 リ アル タイ ム 
デー タタ を 使用 する と 良い で し ょ 

う 。 役 員 が ピー プル サク セス の ベ 
スト プラ クティ ス で ある 透明 性 、 
頻繁 な 話し 合い 、 プ ロ セ ス へ の 参 
加 な ど 、 最 良 の 見 本 に な る こと 

で 、 組 織 の トッ プ か ら 導 入 と エン 
ゲー ジメント を 促進 する こと へ 

つなが り ま す 。 


ピー プル サク セス の 主要 な 役割 


ビー プル サク セス の 主要 な 役割 


を わか りす く 


組織 の 役割 に は 、 そ れ ぞ れ に 特有 の 長所 が あり 、 戦 略 を 成 
功 に 真 南 し ます 。 よ り 詳 し く 見 て いき まし ょ う 。 

















ノル 7b 宇 = ヽ に \ = 
妥 割 回 ME 主要 な 貢献 内 容 

シニア リー ダー 組織 の 戦略 的 観点 を 提供 する 戦略 的 な 連携 、 文 化 、 そ し て 
目 に 見 える プロ グラ ム サ ポ ー ト 

マラ ネー ジン も チー 0 デ ろ 三 現場 の 状況 や 各 従業 員 に つい て 話し 合い の 場 を 作り 、 

知っ つて いる 耳 を 傾け 、 い くつ か の 行動 を 起こ す 。 

従業 員 従業 員 体 験 を も と に し た 意見 エン ゲー ジメント 要素 、 課 題 、 目 標 や ソリ 
ュー ショ ン の 一 部 と な る こと へ の フィ ー ド 
PA ルク / 

HR チ ー ム 人 材 に 関す る 専門 知識 、 導入 サポ ー ト 、 拡 張 、 勢 い を 保持 


プロ グラ ム の デザ イン と 展開 


ピー プル サク セス GLIN1 





テク ノロ ジー と 
ビー プル サク セス 





ピー プル サク セス GLIN1 





と 国 ドン 
ビー ブル 7 セス 


戦略 と 、 自 身 お よび チー ム の 役割 が 明確 に な る 
まで テク ノロ ジー の 導入 は 避け る べき で ある た 
め 、 最 後に テク ノロ ジー の 話 を し て いき ます 。 
テク ノロ ジー の ベン ダー は 戦略 を 立て る サポ ー 
ト は で きま す が 、 そ れ が 組織 で 活用 で きる の か 
どう か は 自身 の チー ム に し か 分 か り ま せん 。 と 
は いっ て も 、 ピ ー プ ル サ ク セス 戦略 の テク ノロ 
ジー 基盤 を 構築 する に あたり 、 考 慮 する べき 項 
目 が いく つか ある の で みて いき まし ょ う 。 





テク ノロ ジー と ピー プル サク セス 
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te 人 工 知能 


ピー プル サク セス 戦略 を 勢い づけ る た め に 最も 貴重 な ツー 
ル の 1 つが 、 デ ー タ の 収集 か ら 知見 と 行動 へ と 繋が る 時 間 を 
g 縮 で きる こと で す 。 人 間 に は まね で き な い スピ ー ド と 確 
実 さ を 人 工 知能 (Al) が 提供 し て くれ ます 。 情報 と イン サイ 
ト へ の アク セス を 加速 させ は 、 人 事 チ ー ム と 組織 に スピ ー ド 
を も た ら す の が AI で す 。 リ アル タイ ム で 最も 大 き な チ ャ ンス 
に 焦点 を 当て る こと の で きる 能力 は 、 ピー プル サク セス 戦 
略 を サポ ー ト し 、 デ ー タ に 基づい た 決定 を 可能 に し ます 。 


<> 一 元 的 な 表示 


従来 の 人 事 プ ログ ラム で は 使用 する テク ノロ ジー ツー ル 
は 様々 で 、 相 互 に 互換 全 が あり ませ ん 。 人 事 の 担当 者 は 
様々 な プラ ッ ト フ ォ ー ム か ら 取 り 出 し た デー タ を 繋ぎ 
合わ せ 、 イ ン サ イト を 手動 で 取り 出す と いう 、 苦 痛 で 
時 間 の か か る 作業 を 行わ ざる を えま せん で し た 。 一 方 
で 、 ピ ー プ ル サ ク セス プラ ッ ト フ ォ ー ム で は 、 人 事 担 当 
者 が 、 自 分 の 得意 な 仕事 に 集中 で きる よう に 、 リ アル 
タイ ム で プロ グラ ム に また が っ た 知見 を 提供 し ます 。 


() ユー ザー 体験 


ピー プル サク セス は 、 全 レベ ル の 従業 員 が 導入 で きる よう 
な コ 一 ザー の ご と を 考え た デザ イン に な っ て お り 、 ヌー 
パー ユー ザー や デー タ 分 析 の 専門 家 の み を 対象 と し た 他 
の ツー ル と は 異な り ま す 。 マ ネー ジャ ヤー が と る べき 個別 
の アク ショ ン リ スト や 、 組 織 に 必要 な アク ショ ン を ホッ 
トス ポッ ト と し て 提示 する な ど 、 そ の 時 々 で 最も 大 事 な 
アク ティ ビデ ティ を 最 も 関連 の ある イン サイ ト と つなげ 、 
全 レ ベル の 従業 員 を 動か す デ ザイ ン の ユー ザー イン ター 
フェ ー ス に な っ て いま す 。 人 事 チ ー ム が 頻繁 に 直面 する 導 
入 時 の 難し さや 、 従 業 員 が 感じ る プラ ッ ト フ ォ ー ム へ の 
疲労 感 を 無く し 、 ピ ー プ ル サ ク セ スプ ラッ ド フ ォ ー ム 
は 、 ユ ー ザ ー を 引き 付け る は ず で す 。 


パー ソナ ライ ゼー ショ ン 


ピー プル サク セス プラ ッ ト フ ォ ー ム は 、 ユ ー ザ ー に 特 化 し 
た 体験 を 提供 し ます 。 個 人 に 特 化 し た 推薦 内 容 は 、 チ ー ム 
や 個人 と 頻繁 に 話し 合い を 持つ 、 従 業 員 を 管理 する 立場 
の 者 に と っ て は 特に 重要 で す 。 イ ン サ イト を 素早 く 手 に 入 
れ 、 何 を すれ ば よい か に つい て 個人 的 な 推薦 を 得 ら れる ご こ 
と は 、 実 行 を 促し 、 組 織 を 変革 で きる か 、 そ れ と も その ま 
ま 停滞 する か の 差 と な りえ ます 。 ご これ を 効果 的 に 実施 で き 
る プラ ッ ト フ ォ ー ム は 、 他 の 追随 を 許さ な い レ ベル の コー 
チン グ を 提供 し ます 。 





Glint は 、 グ ロー バル な 組織 が リア ル タ イ ム の 従業 員 デ 
ー 夕 を 活用 し 、 従 業 員 の エン ゲー ジメント を 高め 、 
従業 員 を 育成 し 、 業 績 の 向上 を 支援 する 従業 員 を 成 
功 に 導く ラッ ト フ ォ ー ム で す 。United、Intuit*5Sky 
な どの トッ プ ブ ラン ド は 、Glint の 使い や すい デザ イ 
ン と 高度 な 分 析 力 、 実 効 性 の ある イン テリ ジェ ンス 
を 活用 し 、 職 場 に お ける 従業 員 の 幸福 度 と 成果 を サ 
ポー ト し て いま す 。 





より 詳し い 情 報 は こち ら か ら 。 www.qlintinc.com。 
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